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MODE

START

kPa
Hiﾌﾟﾚｽ

STOP 緊急
排気

CHECKBEAD
UPINFLATE
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Ｉｏｔａ Ｐｒｏ

Ｉｏｔａ Ｘ Ｉｏｔａ Ｓ

Ｉｏｔａ

⑳

MODE

START

kPa
Hiﾌﾟﾚｽ

STOP 緊急
排気

CHECKBEAD
UPINFLATE

⑪⑩⑧

⑦

⑭
⑬

⑫

⑱

⑤
④

⑥
⑮
⑯

⑰

⑨

⑲③
①②

ON

OFF

⑳

⑱

⑪⑩⑧

⑦

⑭
⑬

⑫

⑤
④

⑥⑯

⑰

⑨

③
①②

MODE

START

kPa
Hiﾌﾟﾚｽ

STOP 緊急
排気

CHECKBEAD
UPINFLATE

⑮

ON

OFF

㉑

㉒
㉓

⑪⑩⑧

⑦

⑭
⑬

⑫

⑤
④

⑥⑯

③
①

⑮

⑳

㉑

㉒
㉓

⑪⑩⑧

⑦

⑭
⑬

⑤
④

⑥⑯

③
①

⑮

ON

OFF

⑳
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

タ 　 ワ 　 ー

コ ントロ ール ボ タン

タ イ ヤ 爪

タ ー ン テ ー ブ ル

ス ラ イ ダ ー

チ ャ ッ ク 爪

ビ ー ド ブ レ ー カ ー

回 転 ペ ダ ル

ビードブレーカー操作バルブ

チャッキ ン グ ペ ダル

タ ワ ー 倒 立 ペ ダ ル

Ｄ Ｔ ヘ ッ ド

ビードプレスローラー

ビードアップローラー

マ ウ ン ト プ レ ス 板

ホイールプレスコーン

自 動 エ ア 充 填 機

補助プレスローラー

Ａ Ｄ Ｐ モ ニ タ ー

電 源 ス イ ッ チ

アーム ロックボ タン

ビードブレーカーペダル

連 動 ペ ダ ル

転倒・倒立を行う主要フレーム

タイヤ爪を昇降・ロックさせるボタン

タイヤの脱着を行う為の主要爪

タイヤ・ホイールを乗せるテーブル板

テーブル板溝内をスライドする

ホイールを固定する主要爪

ビードを落とす為のブレード

テーブル板の正転・逆転を行うペダル

ビードブレーカーを作動させるハンドバルブ

スライダーの開閉を行いホイールを固定するペダル

タワーの転倒・倒立を行うペダル

上側ビード脱を行う為の樹脂製の爪

上側ビード組込みの際タイヤビードを押さえるローラー

下側ビードがはまり込んだ際持ち上げるローラー

上側ビード組込みの際タイヤビード部を押さえ回転と一緒に回る板

チャッキングの際ホイールを抑える樹脂コーン

タイヤ内へエアーを供給する装置

上側ビード組込みの際タイヤビード部を押さえ一緒に回るローラー

セミオート運転（タイヤ脱）の進行状況を確認できるモニター

機械内部に電気を送るスイッチ

タイヤ爪をフリーにさせる押しボタン

ビードブレーカーを作動させるペダル

エア充填とインフレーターを作動させるペダル
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【 Iota Pro 】

図⑤

Ｉｏｔａ Ｐｒｏ

Ｉｏｔａ / Iota X / Iota S

入力電源

　　３相 ２００Ｖ

ＴＳＲ

カムスイッチ

低速 停止 逆転

Ｗ２

Ｗ１

Ｖ２

Ｖ１

Ｕ１

Ｕ２

高速

SOL

３相　２００Ｖ　１.５Ｋｗ／０.７５Ｋｗ

Ｕ１ Ｖ１ Ｗ１ Ｕ２ Ｖ２ Ｗ２

Ｍ

【 Iota 】

図④
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Iota / Iota X / Iota S

エアブレーキ２芯線の配線
W1の隣とRの向かい側に配線する

エアブレーキ

エアブレーキ

W1

R
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ＯＰ：リフト装置

リフトシリンダ

スピコンジョイント

チャックバルブ チャックシリンダ

スピコンジョイント

スピコンジョイント

タワー倒立シリンダタワーバルブ

スリップリング

ＤＴヘッド反転ロック解除シリンダ

ＤＴヘッドシリンダ操作バルブ

ＤＴヘッドシリンダ

供給用バルブ 排気用バルブ

減圧弁

ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

ブレーキシリンダ

ブレーキ用バルブ

減圧弁

ﾉｽﾞﾙ入力用ﾊﾞﾙﾌﾞ

ＴＡＣバルブ

減圧弁

ﾉｽﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞｰ用ﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

液体ｸﾘｰﾑﾀﾝｸ

減圧弁

減圧弁

スピコンマフラ

スピコンマフラ

ＴＡＣバルブ

ビードアップ軸ロックシリンダ

ハンドバルブ
ビードアップシリンダ

ＴＡＣバルブＴＡＣバルブ

ＭＤヘッドロック用バルブ

ビードプレス軸ロック用バルブ

ビードプレス軸ロックシリンダ

ＭＤヘッドシリンダ

減圧弁

シリンダロック解除用バルブ

ビードプレスシリンダ操作バルブ
ビードプレスシリンダ

ハンドバルブ

スピコンマフラ

スピコンマフラ

オイラー

圧力計

垂直ア－ムロックシリンダ

水平ア－ムロックシリンダ

垂直ア－ム昇降シリンダ

アーム昇降バルブ

オペレートバルブ

ビードシリンダ

減圧弁

ﾊﾝﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ

エアオペレートバルブ

ＴＡＣバルブ

スピコンマフラ

ハンドバルブ

スピコンマフラ

マウントプレスシリンダ

サードプレスシリンダ

減圧弁
フィルタ

インフレーター用バルブ

Ｉｏｔａ Ｐｒｏ

Ｉｏｔａ

ＯＰ：タイヤクリーム噴射装置

ＯＰ：リフト装置

チャックバルブ チャックシリンダ

スピコンジョイント

スピコンジョイント

タワー倒立シリンダタワーバルブ

スリップリング

リフトシリンダ

スピコンジョイント

ハンドバルブ

スピコンマフラ

スピコンマフラ

サードプレスシリンダ

ﾉｽﾞﾙ入力用ﾊﾞﾙﾌﾞ

ＴＡＣバルブ

減圧弁

ﾉｽﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞｰ用ﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

液体ｸﾘｰﾑﾀﾝｸ

減圧弁

減圧弁

ﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀ

供給用バルブ 排気用バルブ

減圧弁

ＤＴヘッド反転ロック解除シリンダ

ＤＴヘッドシリンダ

ﾊﾝﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ

ビードプレスシリンダ

ビードプレスシリンダ操作バルブ

シリンダロック解除用バルブ

インフレーター用バルブ

ブレーキシリンダ

ブレーキ用バルブ

減圧弁

ビードプレス軸ロックシリンダ

ＴＡＣバルブ

スピコンマフラ

スピコンマフラ

ＴＡＣバルブ

ビードアップ軸ロックシリンダ

ハンドバルブ
ビードアップシリンダ

ＴＡＣバルブＴＡＣバルブ

オイラー

圧力計

垂直ア－ムロックシリンダ

水平ア－ムロックシリンダ

垂直ア－ム昇降シリンダ

アーム昇降バルブ

オペレートバルブ

ビードシリンダ

減圧弁

ﾊﾝﾄﾞﾊﾞﾙﾌﾞ

エアオペレートバルブ

ＴＡＣバルブ

スピコンマフラ

ハンドバルブ

スピコンマフラ

マウントプレスシリンダ

減圧弁
フィルタ
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Ｉｏｔａ Ｘ

Ｉｏｔａ Ｓ

ＯＰ：リフト装置

チャックバルブ チャックシリンダ

スピコンジョイント

スピコンジョイント

タワー倒立シリンダタワーバルブ

スリップリング

リフトシリンダ

スピコンジョイント

ﾏﾆﾎｰﾙﾄ ﾚ゙ｷ ｭ゙ﾚｰﾀ

ＤＴヘッドシリンダ

ﾊﾝﾄ ﾊ゙ ﾙ゙ﾌﾞ

ビードプレスシリンダ

ビードプレスシリンダ操作バルブ

シリンダロック解除用バルブ

ブレーキシリンダ

ブレーキ用バルブ

減圧弁

ビードプレス軸ロックシリンダ

ＴＡＣバルブ

ビードアップ軸ロックシリンダ

ハンドバルブ
ビードアップシリンダ

ＴＡＣバルブ
ＴＡＣバルブ

オイラー

圧力計

ハンドバルブ
マウントプレスシリンダ

減圧弁
フィルタ

減圧弁 圧力計

連動ゲージバルブ

インフレーターバルブ

ハンドバルブ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

サードプレスシリンダ

垂直ア－ムロックシリンダ

水平ア－ムロックシリンダ

ＯＰ：サードプレス装置

メカバルブ

オペレートバルブ

ビードバルブ

ビードシリンダ

オペレートバルブ

ビードシリンダ

減圧弁

ハンドバルブ

エアオペレートバルブ

ＴＡＣバルブ

ＯＰ：ハンド式ビードブレーカー

ＯＰ：リフト装置

チャックバルブ チャックシリンダ

スピコンジョイント

スピコンジョイント

タワー倒立シリンダタワーバルブ

スリップリング

リフトシリンダ

スピコンジョイント

ﾏﾆﾎｰﾙﾄ ﾚ゙ｷ ｭ゙ﾚｰﾀ

ブレーキシリンダ

ブレーキ用バルブ

減圧弁

ビードプレス軸ロックシリンダ

ＴＡＣバルブ

ビードアップ軸ロックシリンダ

ハンドバルブ
ビードアップシリンダ

ＴＡＣバルブ
ＴＡＣバルブ

オイラー

圧力計

ハンドバルブ マウントプレスシリンダ

減圧弁
フィルタ

減圧弁 圧力計

連動ゲージバルブ

インフレーターバルブ

ハンドバルブ
ビードプレスシリンダ

ハンドバルブ サードプレスシリンダ

垂直ア－ムロックシリンダ

水平ア－ムロックシリンダ

ＯＰ：サードプレス装置

メカバルブ

オペレートバルブ

ビードバルブ

ビードシリンダ

オペレートバルブ

ビードシリンダ

減圧弁

ﾊﾝﾄ ﾊ゙ ﾙ゙ﾌﾞ

エアオペレートバルブ

ＴＡＣバルブ

ＯＰ：ハンド式ビードブレーカー

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ

スピコン
マフラ
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③－２

奥まで踏み込むと、低速で作動します。

2スピード仕様時はペダルを浅く踏むと低速正転、深く踏むと高速正転しま

す。逆転は低速のみです。

式 ［ Iota Pro / Iota ］

③－１ハンド式ビードブレーカー

［ Iota Pro / Iota / Iota X / Iota S ］

持ち手を握り操作バルブを持ち手側に引くとビー

ドブレーカーが閉じて行き、操作バルブの操作を止

めるとビードブレーカーの動作が止まります。

操作バルブを持ち手逆側に押すとビードブレーカー

が開いて行きます。

低速ボタンを押すとビードブレーカーはゆっくりと

閉じて行きます。

③－３フット式ビードブレーカー [ Iota X / Iota S ]

ペダルを踏み込むと、ビードブレーカーが作動し、離すと戻ります。

また、ペダルを途中で止めるとビードブレーカーが任意の位置で止まります。

フット

－12－



ビードブレーカー操作バルブもしくはペダル操作でビードを

落とします。ビードが落ちそうになったら低速動作に切り変

えることで、衝撃を抑えたビード落としが可能です。

（※衝撃緩和機能）

※Iota X / Iota Sフット式ビードブレーカーには衝撃緩和機能は付いていません。

操作を行なってください。

［ シリンダー昇降機 ］

［ スプリング昇降式 ］

⑤－１

コントロールボタンを引ききると（図1参照）垂直アームが上昇し、中立にすると（図2参

照）垂直アームは下降し、押しきると（図3参照）垂直・水平アームがロックされます。

⑤－２

通常、水平・垂直アームはロックされた状態です。ロックボタンを押すとロックは解除し

ます。

－13－



Iota Pro / Iota
チャッキングサイズは2つのシリンダ
取付リンクの位置を切り替えることで
3段階に変更できます。

Iota X / Iota S
チャッキングサイズは片方にあるシ
リンダ取付リンクの位置を切り替え
ることで２段階に変更できます。

（16インチに合わせた場合）

16

18

20

22

刻印〈ホイールサイズ合わせ〉

中間ストップ操作で、テーブル板上の溝に
作業するホイールサイズ（径）の刻印を合わせる。

テーブル板上溝

①ビード落としの際は、右手でブレードのにぎりをしっかり持ち操作してください。

②ビードブレーク時、チャック爪が開いているとタイヤが当たる場合があるので注意

してください。

③ブレードを当てる位置は、ホイールのバルブ部を避けてください。

④付属の「LT用ブレーカー受け」を使用した後は元に戻してください。

　つけっぱなしのままでテーブルを回転すると干渉し破損する恐れがあります。

－14－



タイヤマウント、ディマウント作業の際は、必ずホイールを外側クランプしてください。

Ｉｏｔａ Ｐｒｏ / Iota

Ｉｏｔａ X / Iota S

シリンダ取付リンクが外側
チャッキングサイズ：１２”～２４”

両シリンダ取付リンクが外側
チャッキングサイズ：１０”～２２”

両シリンダ取付リンクが内側
チャッキングサイズ：１４”～２６”

シリンダ取付リンクが1つは外側、
1つは内側
チャッキングサイズ：１２”～２４”

シリンダ取付リンクが内側
チャッキングサイズ：１４”～２６”
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、水平軸をロックします。

センター

センター
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（8）ホールプレス装置

プレスアームを手前いっぱいに引き、ホイールセンター
部によせます。

プレスアーム先端部にプレスコーンをセットします。

ホイールが４つのチャック爪内にあることを確認し、プ
レスコーンが落ちないように手でサポートしながらプ
レスアームを下降し、ホイールを押さえ込みます。

チヤッキングペタル操作でチャック爪をホイールが確
実にチャックできる位置までセットしたら、プレスアー
ムの押さえを少しゆるめてからホイールを確実にチャ
ックさせます。

６

プレスコーン

プレスアーム
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９

センター
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ＬＯＣＫＦＲＥＥ

ＬＯＣＫＦＲＥＥ

BU上下

BP上下

BUﾛｯｸ

ﾍｯﾄﾞﾛｯｸ

DT

DT

DT

D

T

DT

DT

センター

-1レバーレス操作［ Iota Pro / Iota / Iota X ］

ターンテーブル正転方向

バルブ
位置

ＤＴヘッド

－19－



DTヘッド

DT

DT

DT

DTヘッド

センター
センター

センターDT

DT

DTヘッド

くだ   

ください。

ください。

さい。

ターンテーブル正転方向

サポートバー

－20－



(2)-2　 ｾﾐｵｰﾄ操作 (ﾌｧｰｽﾄﾋﾞｰﾄﾞﾃﾞｨﾏｳﾝﾄ作業)　【Ｉｏｔａ Ｐｒｏ】
1-1 1-2

1-3 1-4

-2セミオート操作（ファーストビードディマウント作業）［IotaPro］

－21－



1-5 1-6

1-7 1-8

【 AUTOｽｲｯﾁ 】
押している間のみ自動運転が動作します

離すと一時停止状態となり、再度押すと引き

続き自動運転が動作します

【 ADPﾓﾆﾀｰ 】
自動運転の工程が確認できます

赤ﾗﾝﾌﾟの工程箇所では手動操作や確認が必

要となります

－22－



1-9 1-10

（10）タイヤクリーム噴射（Iota Pro標準装備）
1.操作
①タイヤクリーム噴射ボタンを押している間
　タイヤクリームが噴射されます。

②噴射ボタンを押しながらテーブルを回転し
　タイヤビード部全体にタイヤクリームを塗
　布します。

Iota Pro BP操作部

ＬＯＣＫＦＲＥＥ

ＬＯＣＫＦＲＥＥ

クリーム噴射

BU上下

BP上下

BUロック

ヘッドロック
タイヤクリーム
噴射ボタン
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２-１.　スプレーガンの調整　
1-1 1-2

1-3 1-4

2.調整/その他
2-1.スプレーガンの調整
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２-２．タイヤクリームの追加
1-1 1-2

1-3 1-4

2-2.タイヤクリームの追加
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２-３.　レーザーポインタの位置調整
1-1 1-2

1-3 1-4

2-3.レーザーポインタ位置の調整
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1-5 1-6
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（１1）マウント

セ

センター

ドロップ
センター部

ドロップ
センター部

ンター
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※メンテナンス時には作業前に必ず電源を切ってください。
　テーブル回転ペダルを踏みテーブルが回転しない事などから確実に電源が切れている事を確
認しメンテナンス作業を行ってください。

【 EXCEED Iota Pro 】 【 EXCEED Iota / Iota X / Iota S 】
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【Iota Proの場合のみ】
タイヤが回転しない

●サーマルリレーがはたらいてないか。
　制御ボックス内写真○印のサーマルリレー復帰ボタンを押してください。
　サーマルリレーは作動してしばらくは復帰できません。
　２～３分待ってから押してください。
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10～26インチ (外面固定)（10-22／12-24／14-26）

３.５ ～ １４インチ

径 １,１００mm 　幅 ３８０mm

３相 ２００Ｖ　１.５/０.７５ Ｋｗ　２スピード（エアブレーキ付）

２０Ａ以上

１,０００ ｋＰａ

約７８０ｋｇ 約７55ｋｇ 約７35ｋｇ 約７3０ｋｇ

標 

準 

装 

備

ＥＸＣＥＥＤ Ｉｏｔａ ＳＥＸＣＥＥＤ Ｉｏｔａ ＸＥＸＣＥＥＤ ＩｏｔａＥＸＣＥＥＤ Ｉｏｔａ Ｐｒｏ

10～26インチ (外面固定)（12-24／14-26）適 用 リ ム 径

適 用 リ ム 幅

最 大 タ イ ヤ

タ イ ヤ 回 転 モ ー タ ー

ブ レ ー カ ー 容 量

使 用 空 気 圧

本 体 重 量

テーブル回転２スピード仕様

ホイール受けプロテクター

インフレーター装置

デ ュ ア ル ツ ー ル

ビ ードアッ プ 装 置

サ ードプレ ス 装 置

マウントプレス装置

ホイールプレス装置

シリンダー昇降式アーム

スプリング昇降式アーム

ハンド式ビードブレーカー

フット式ビードブレーカー

クリーム 噴 射 装 置

自動エア充填機（PA-01）

ペ ダル 連 動 ゲ ージ

小 物 収 納 ボックス

ＬＴセット（LTヘッド、ブレーカー受け、ケース）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

選択式

●

選択式

●

●

OP

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

選択式

●

選択式

OP

●

OP

●

●

●

●

●

●

●

OP

●

●

OP

●

OP

●（衝撃緩和無し）

－

OP

●

●

●

●

●

●

BPのみ

●

OP

●

●

OP

●

OP

●（衝撃緩和無し）

－

OP

●

●

ブレーカー受けのみ
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Iota Pro / Iota 兼用寸法Iota Pro

Iota

Iota X / Iota S兼用寸法

MAX：915

1
6
0
5

270210

2
8
2

(125)380 400

MAX：990

MAX：1520

7
3
0
.5

8
2 M
A
X：
1
9
7
0
(起
立
時
)

M
A
X：
2
2
0
0
(転
倒
時
)

OFF

ON

6
1
5
.4

MAX：1960
240970420330

M
A
X：
1
9
7
0
(起
立
時
)

MAX：1960

7
3
0
.5

6
1
5
.4

8
2

M
A
X：
2
2
0
0
(転
倒
時
)

240970420330 400210 270 380

2
8
2

1
6
0
5

MODE

AIR CHARGER
DISPLAY

START

kPa
Hiﾌﾟﾚｽ

STOP 緊急
排気

CHECKBEAD
UPINFLATE

(125)

MAX：1700

MAX：1290MAX：915

MODE

AIR CHARGER
DISPLAY

START

kPa
Hiﾌﾟﾚｽ

STOP 緊急
排気

CHECKBEAD
UPINFLATE

MAX：915

M
A
X：
2
2
0
0
(転
倒
時
)

8
2

6
1
5
.4

7
3
0
.5

MAX：1290

240970550200
MAX：1960

1
4
9
1

2
8
2

MAX：1700
(125)380270210 400

1
6
0
5

M
A
X：
1
9
7
0
(起
立
時
)

1
4
9
1

1
4
9
1
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EXCEED Iota Pro / Iota
　　　　  Iota X / Iota S

エクシード

令 和  ５  年 ７ 月 １ 日

令 和  ６  年 ４ 月 １ 日

令 和  年 月 日

令 和  年 月 日



082-573-5012
082-573-5012




